
②

　

「
寄
宿
御
免

（謡
じ
×
含
Юｏ）
×
Φ
　
ΦＥ

ω
は
、
日
蓮
宗
の
護
札
で
、
墨
書
を
避
け
た
中
程
に
鉄
釘
が
遺
存

・
貫
通
し
、

屋
敷
柱
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
墨
書
は
、
末
尾
が
極
端
に
跳

ね
る
ヒ
ゲ
題
目
を
中
央
に
配
し
、

「除
災
安
全
」
を
続
け
て
い
る
。　
上
左
右
の

「両
天
」
と

「
二
□
王
」
は
合
わ
せ
て
四
方
仏

（四
天
王
も
し
く
は
そ
の
代
用
）
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か

（コ
一□
王
」
は
、
コ
一尊
王
」
コ
一明
王
」
ま
た
は

コ
一聖
」

の
可
能
性
が
あ
る
）。
中
左
右
の
梵
字

（種
子
）
は
、
未
確
定
で
あ
る
が
、
釈
迦
と

多
宝
如
来
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「十
羅
利
女
」
雲
一十
番
神
」
の
存
在

な
ど
も
含
め
、
全
体
と
し
て
日
蓮
宗
独
特
の
教
義
に
基
づ
く
護
札
の
構
成
を
示

す
良
好
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

文
献
史
料
か
ら
、
宇
喜
多

（小
早
川
も
）
家
中
に
は
、
か
な
り
の
重
臣
を
含
め
、

日
蓮
宗
信
徒
が
数
多
く
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
は
そ
の
こ
と
と
も
適

合
す
る
。

②
は
継
板
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
の

一
部
で
、
四
文
字
の
左
と
下

へ
の
連
続

は
不

‐明
で
あ
る
。
疫
神
の
寄
宿
を
避
け
る
護
札
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
ほ
か
、
金
箔
鬼
瓦
と
同
じ
ゴ
ミ
穴
か
ら
も
墨
書
の
あ
る
小
板
片
が
出

上
し
て
い
る
が
、
判
読
は
今
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。
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広
島
・
草
戸
千
軒
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
四

。
四
五
次
調
査
　
一
九
八
九
年

（平
１
）

一
二
月

を

一
九
九

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

（中
心
は
鎌
倉

・
室
町
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
四
四

。
四
五
次
調
査
区
は
、
遺
跡
包
蔵
中
州
の
北
端
部
に
位
置
し
、
東
西

四
五
ぞ
八
五
ｍ
、
南
北
七
〇
ｍ
の
約
五
〇
〇
〇
ド
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
規

模
調
査
の
結
果
、
中
州
北
部
は
遺
構
面
の
削
平
が
激
し
く
、
井
戸
を
中
心
に
、

地
中
深
く
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
区
も
同
様

∩
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の
状
況
で
、
各
時
代
分
井
戸
が
計

一
五
基
検
出
さ
れ
た
が
、
若
千
の
溝

・
土
坑

・
池
も
あ

っ
た
。

木
簡
は
、
室
町
時
代
後
半
の
池

一
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
こ
の
池
は
、
北
側

が
流
水
の
た
め
深
く
削
平
さ
れ
て
お
り
、

一
部
の
東
西
六
ｍ
、
南
北
二
ｍ
を
調

査
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
石
積
の
護
岸
を
持
つ
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
五
輪
塔

空
風
輪
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容□

＜
□
□
□
　
□
右
衛
門
」
　

　

　

　

　

　

　

（霞
∀
〕賀
ぎ

上
端
部
の
片
側
に
組
か
い
切
り
込
み
が
入
れ
ら
れ
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
も

の
で
あ
る
。
左
行
の
人
名
の

「右
衛
門
」
の
上
は
、
「金
」
「全
」
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
者
に
関
わ
る
付
札
の
類
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

鈴
木
康
之

・
福
島
政
文

。
下
津
間
康
夫

・
田
邊
英
男

「草
戸
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跡
第
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り

一

四
四

・
四
五
次
調
査
略
報
」
Ｇ
草
戸
千
軒
』
二
〓
二
　
一
九
九
一
年
）

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『
草
戸
千
軒
町
遺
跡
―
第
四
四

・
四

五
次
発
掘
調
査
概
要
封
』

翁
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
年
報
　
一
九
九

〇
』
　
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
津
間
康
夫
）
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